
「熊本の学び推進プラン」に関する取組 

 

計画的な家庭学習習慣形成の取組例 ～菊池市立七城小学校～ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈子供編〉】実践例 

「家庭学習プラン」シート（毎週金曜配布） 

 ＰＤＣＡサイクルで家庭学習習慣の確立 

第５章 

 常に見通しをもって計画的に生活することは、社会人としての重要なスキルであり、

そのような力を「ななしろスタディ GOプラン（家庭学習プラン）」の作成を毎週継続的

に行うことによって育成している。今週の目標や自己の課題とその解決に向けた対策に

ついて、行事やテスト、宿題提出、習い事等を総合して考え、学習計画を立てるととも

に、やるべきことを無理なく行えるよう留意することで、自己管理能力を高めている。 
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取り組み方の課題解決学習プラン①（時間を意識した計

画） 

内容面の課題克服学習プラン①（苦手克服） 

取り組み方の課題克服学習プラン②（テストに向けた計画） 
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○ 課題⇒対策⇒学習予定⇒確実な実践⇒振り返りという流れで家庭学習習慣が形成

されています。取組を継続していくことで、「見通しを持って、計画的に学習する力」

「学習を振り返り、取組を改善していく力」等が身についています。 

○ 子供自身が、自分で計画を立て、決まった時刻に、一定の時間、家庭学習に取り組

み、習慣化することができています。 

冬季休業中の家庭学習プラン 

 事前の計画通りに進まなかった際、その都

度修正を加えながら、見通しをもって取り組

むことができている家庭学習プラン。 

 

 

6 週目

５ 

８週目 １５週目 ２９週目 

シールでの保護者のチェ

ックがなくなっても、自分で

取り組むことができている。 

保護者と相談し、シールを

活用してのチェックに取り

組み始める。 

できることが増え、学習意

欲の向上がみられるように

なってきた。 

見通しをもって、計画的に

学習していくことを苦手と

している。 

家庭との連携による取組の改善をめざした学習プラン 


